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出席者等 

懇談会の地区代表者 一色南部小校区：有馬健治代表町内会長 

校区代表町内会長 

一色西部小校区：鈴木正實代表町内会長 

一色中部小校区：鈴木雅雄代表町内会長 

一色東部小校区：粕谷數直代表町内会長 

地区関係市議会議員
前田修議員、松井晋一郎議員、本郷照代議員、 

磯部雅弘議員、藤井基夫議員 

市 関 係 者 

中村市長、小島副市長、増山副市長、尾崎教育長、 

長島企画部長、宮地企画部次長、髙原総務部次長、 

長谷資産経営戦略局長、近藤危機管理局長、 

山崎健康福祉部長、青山子ども部長、 

山﨑地域振興部次長、金原産業部長、永谷環境部長、 

渡邉建設部長、市川上下水道部長、尾﨑市民病院事務部長、

新實教育部次長、太田消防長、河原一色支所長 

事務局：細田秘書課長、岩瀬秘書課長補佐ほか３名 

出 席 者 数 
市民 145 人、地区関係市議会議員５人、市関係者 25 人、 

報道関係者３人 

事前意見・質問等 
整理区分６件 

内訳：意見２、質問３、要望１ 

自 由 意 見 等 
整理区分 14 件 

内訳：意見９、質問３、要望２ 

 



3 

平成 29 年度「市長と語る市政懇談会」（一色地区） 
 

 
○細田秘書課長 
 皆さん、こんばんは。 

私は、この懇談会の事務局を務めます秘書課長の細田でございます。 
よろしくお願いいたします。 

 なお、本日は出席者がクールビズの推奨によりノーネクタイ、軽装であります
こと、また特産品やイベントのＰＲポロシャツを着用しておりますことをご了承
ください。 

それでは、お時間になりましたので、ただいまから「市長と語る市政懇談会（一
色地区）」を開会いたします。 

初めに、本日の出席者をご紹介いたします。この懇談会の開催に当たり、多大
なるご協力を賜りました一色地区の代表町内会長の皆様で、一色南部小校区の有
馬健治様、一色西部小校区の鈴木正實様、一色中部小校区の鈴木雅雄様、一色東
部小校区の粕谷數直様でございます。 

また、市議会からは、前田修議員、松井晋一郎議員、本郷照代議員、磯部雅弘
議員、藤井基夫議員にご出席いただいております。また、山田高生県議にもご出
席いただいております。 

そして、市からは、中村市長を始め、小島副市長、増山副市長、尾崎教育長、
そして関係部局の部長、部次長が出席しております。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 
続きまして、本日の予定をご案内いたします。 
この後、15分ほどのお時間で、市長が市政運営についてお話を申し上げます。

その後、一色地区から事前にお伝えいただきましたご意見やご質問などに対し、
市から回答をさせていただきます。 

また、これら地区の取りまとめのご意見等とは別に、参加者の皆様から広くご
意見などをお聞きします自由意見交換の時間も設けておりますので、まちづくり
に対するご提案やご意見、その他、地域の困り事や関心事などがございましたら、
ご発言いただきたいと思います。 

なお、記録用としまして、懇談会の音声録音と写真撮影をさせていただきます
ことをご了承ください。 

それでは、市長、よろしくお願いいたします。 
 

○中村市長 
皆さん、こんばんは。市長の中村でございます。日ごろは、市政全般におきま

してご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
また、本日は、本年度第１回目となりますが、市政懇談会を開催しましたとこ

ろ、こんなに多くの方々に、多分100名を超えるのではないかと思いますが、ご
出席をいただきまして、ありがとうございます。 

この市政懇談会というのは、２年に１度行っているものでありまして、各中学
校区で皆様方のご意見、ご要望をお伺いして、それに対して市としての回答を差
し上げるものでありますが、この場に直接来ていただいて、顔を合わせてしゃべ
るということの意味というのは、しっかりと考えた中で運営をしてまいりたいと
いうように考えております。 

要は、内容でやりとりするだけであれば、郵便とかファックスでやればいいだ
けであって、皆様方がここに一堂に会することの意味というのは、こちら側の思
いですとか、市政に対する姿勢なども含めて、皆様方にできる限り、伝えるだけ
ではなくて、伝わるような形で進行してまいりたいというように考えております
ので、ご理解いただければと思います。 
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さて、１市３町が合併をいたしました西尾市は、それぞれの地域ごとに特色あ
る歴史と伝統文化がありまして、地域資源が豊富な場所になりました。しかしな
がら、正直行政課題というのは山積しておりまして、思い切った行財政改革に取
り組む必要があると考えております。財政が逼迫しておりまして、将来の見通し
がなかなか描けない時代だからこそ、市政運営に対しては皆様方のご理解とご協
力というものが不可欠になってまいります。そうした中で、私自身においては、
まずは徹底した情報公開と市民参加を進めることで、行政の透明度を上げること
と、また市民参加、日本一の西尾市政を目指してまいりたいと考えております。
そして、皆様方と直接顔を合わせて話をさせていただけるような、こういった対
話のほうも大事にしていきながら、市民目線で市政改革を進めてまいりたいと考
えています。 

それと、せっかくですので、一色地区におけるタイムリーな話題を、２つ、３
つ、ちょっとご紹介をさせていただければというように思います。「愛知を食べ
る学校給食の日」というものがございまして、６月19日と20日の２日間で、西尾
市内にあります全36小中学校の給食に、一色産ウナギを使ったひつまぶしが提供
されました。 

そして、もう１つは、尾上部屋の力士が園児と交流を図っていただきました。
これは７月４日になりますが、一色町に宿舎を構えました尾上部屋の力士４人の
方々が、市内の熊味保育園を訪れていただいて園児と交流をしました。また、一
色南部保育園、一色西部保育園、髙須ケアガーデンなどを訪問していただいて、
にぎやかな交流となりました。 

そして、最後になりますが、８月５日、あさってになりますが、碧南市で、愛
知県消防操法大会が行われます。そちらに一色消防団が西尾市を代表して出場さ
れますので、ぜひともお時間のある方は、応援に駆けつけていただきたいと思い
ます。ちなみに、碧南市の港南町というところの２号地多目的グラウンドで、９
時57分からの予定となっております。 

地域の話題としては以上になりますが、せっかく時間をいただいていますので、
ここから少し、私自身の市政運営についてお話をさせていただきたいと思います。 

私自身が市長に就任させていただいたのは７月５日ですので、もうすぐ１か月
が経とうとしております。そして、７月14日に市議会の臨時会というものが開催
されまして、その中で所信表明というものをいたしました。この所信表明という
のは、４年間の市政運営のかじ取りをどのような方向性でしていくかということ
について、自分自身の考えや思いを述べるものでありまして、そちらの内容を紹
介させていただきながら、この場で考えをお伝えしたいと思います。 

幾つか考えの柱があるのですが、一番大事にしている１つ目の柱というのが、
市民主役のまちづくりであります。よく市民主役というのは、どこのまちでも言
うのですが、なかなかそれを仕組みとして根づかせるというのは難しいというの
はあります。ですが、自分自身が市長選挙を戦っている中で、私は三和という地
区に住んでいるのですが、市長選挙ということで、市内各所いろいろ回らせてい
ただきました。特にこの一色、吉良、幡豆地区を回っていて、住民の方々からい
ろいろご意見をお聞きする中で強く感じたことというのは、市役所の職員が皆様
方にとって、特に合併後、遠い存在になってしまったのかなというような認識を
すごく持ちました。今までであれば気楽に役場の職員と話ができたりとか、困り
事なども気楽に相談できたのが、少し距離が遠くなってしまったり、何か連絡事
項が上からおりてくるような感じで、なかなか自分たちと市役所との距離がどう
しても遠いと。もう少し身近で気軽に相談できる、そして頼れる市役所にしてほ
しいというそういった声が、私の中では一番耳にいたしました。 

具体的には、まずは情報公開が一番大事だと思っています。今、西尾市がこう
いうことをやっていますとか、市民の皆様方にこういうことをお伝えしたいとい
った情報公開を積極的に進めることが１つと、あとは、こういった場所に来てい
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ただいて、市民の皆さんからご意見やご要望をお伺いすることとは別に、市政に
はそこそこ関心を持っているのだけれども、わざわざどこかに行ってまで意見を
伝える気持ちにはなれないという方も実際にいろいろお住まいなのですけれど
も、そういった方々についても、市政に対してご意見をいただけるような仕組み
をつくっていきたいと思っています。 

例えば何かテーマを絞って、観光について市が政策をつくるときに、無作為抽
出というのですけれども、要は特定の人を指名しない形で、今回、郵送でこうい
うことをやるのですけれども一緒に参加していただけませんかとか、そういった
形で、いわゆる政治的にいう、声なき声を聞くというところになります。そうし
た、少しでも多くの市民の皆さんの声を実際にお聞かせいただきながら、それを
市政運営に反映してきたいというのが１つであります。 

それと、市民主役のまちづくりの中で、もう１つ私がお伝えしたいのは、近年、
この西尾市に限ったことではないのですが、地域のコミュニティの力というのが
落ちてきています。ご近所関係が結構疎遠になってしまったり、核家族化が進ん
だりして、地域の中でのコミュニティの力が落ちてきていると私は認識している
のですけれども、実際に、例えば子どもの安全の見守り活動についてもそうだし、
何か防災とか防犯とか、そういう活動をしていても、地域の力があるかどうかに
よって、二次的な被害をいかに抑えられるかということが変わってくると思いま
すし、子どもたちや高齢の方々が安心して暮らすためには、やはり地域の目とい
うのはすごく大事だと思っています。そうした中で、時代的にはどんどんコミュ
ニティの力が落ちてくる流れではあるのですけれども、それを何とか食いとめて、
地域でしっかりと地域の魅力をもう１回掘り起こして、地域で子どもを育てて、
地域で人を見ていこうという、そういった機運は高めていきたいというように思
っています。ですので、地域コミュニティの力を取り戻すための活動については、
市としても積極的にご支援をしていきたいというのはございます。 

以上が、市民主役のまちづくりの部分になります。 
そして、２点目は、少子高齢化と人口減少への対応になります。この少子高齢

化と人口減少というのは、日本全体が抱える問題であります。西尾市全体で見れ
ば、人口はほぼ横ばいということで、ほかの北海道とか九州とかの地域に比べれ
ば、まだまだ人口の減少というのは、それほど深刻ではないのですが、ただ実際
でも、西尾市内においても地域的に差があって、一色のほうというのは正直、人
口が減少傾向にあるのかと思います。そうした中で、では、それをどう克服して
いけばいいのかということになります。政治の世界では、よく地方創生という言
葉を聞きます。この地方創生というのは何が言いたいかというと、横並び意識の
まちづくりをやっていくのではなくて、もう１回自分たちが住んでいるまちの魅
力を自分たちで再確認をして、それを生かしたまちづくりをしていこうというと
ころに醍醐味があります。そうした傾向を踏まえる中で、どのまちも人口減少を
防ぐために、少しでも多く人に外から移り住んでほしいとか、子どもがたくさん
産めるような社会にしたいということで、各種の政策を打っているのですけれど
も、西尾市において、自分自身が選挙の中で掲げました公約との関連の中で申し
上げますと、観点については、住みたいまちの観点と、働くことのできるまちの
観点と、訪れたいまちという観点について、所信表明では述べさせていただきま
した。１つ目の住みたいまちの観点については、いわゆる子育て世代という、30
代、40代をしっかりと支援して、一番税金を払ってもらうこの世代に西尾市への
定住促進を図ることと、あとは、今いる西尾市民の方々が安心して子どもを産め
るような社会をつくっていきたいというところが柱になります。具体的な政策と
いたしましては、不妊治療費の助成の拡充ですとか、病児保育の充実ですとか、
そうした、いわゆる出産から子育てまでというところを、切れ目なく、きめ細か
に支援をしていけるような、そういった環境をつくっていきたいと考えています。 

それと、もう１つは、これについては、今回の一色地区のご要望でも出ていま
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すが、現在の西尾市というのは、合併して市の面積自体は大変広くなりましたが、
公共交通が不便な面というのがたくさんございます。一色にお住まいの皆様方も
非常に実感している方々が多いのではないかと思います。今後、社会の高齢化が
進んでいく中で、例えば全国的なニュースなどを見ていると、お歳をとった方は、
早く免許を返納して、あまり車に乗るべきではないというような風潮もあるので
すけれども、では、実際にこの西尾とかこの一色の地区に住んでいて、免許を返
納して日々の生活に困るのではないかというと、すごく大きな影響があると思う
のですね。そうした中で、公としての公共交通の機能をどう役割を果たしていく
かというのは、すごく重要な問題であると思っていまして、この一色地区におい
ては、10月からくるりんバスがいっちゃんバスという名称に決まったのですが、
実はくるりんバスが新しく開設されるということで方向が進んでいるのですが、
では、バスが通ればこれで全て解決するかといえば、そういった簡単な問題でも
ないですし、西尾市全体としても、公共交通の体系をどうつくっていって、少し
でもそういった公共交通の面で困る方が１人でも減るような形で、今後つくって
いけばいいかというのは、ちょっと今、時間をいただきながら調査研究をしてい
るところで、少しお時間をいただいて、その辺の体系自体の見直しをしていきた
いというように考えております。 

そして、２つ目の、働くことのできるまちですが、これについては、産業の競
争力を強化して、あとは安定した雇用を生み出すということが大事だと思ってい
ます。西尾市を含む西三河地区というのは、イメージとしてはものづくりのまち、
自動車関係の恩恵を受けるまちというイメージが強いかなと思います。 

そうした部分から、ものづくりを支援していくということは、やっていくべき
話だと思うのですが、その一方で、この西尾市というのは一次産業も大変盛んな
地域だと思います。漁業とか農業とか畜産業とかになるんですが、現在、アサリ
が非常に壊滅的な状況に陥っています。漁業会ともいろいろご相談させていただ
きながら、行政としてどのような支援が一番いいかということを考えて、しっか
りと産業が衰退しないような形で、こちらとしてもサポートさせていただきたい
と思っているのですが、アサリについても、まだ明確な原因が特定できていない
ということで、これが効果があるのではないかというところを、県ですとか漁業
会と相談しながら、一つ一つ対策を打っていく中で、今の壊滅的な状況を何とか
食いとめて、漁師の皆さんが再びアサリの漁で生計が立てられるような形で、も
う１回復活できるような形にしたいと思っています。 

それ以外のことについても、ウナギを始めとして、特にこの一色地区というの
は漁業が盛んですので、どうしてもものづくりに目が行きがちではありますけれ
ども、しっかりと一次産業についても、市としても守るべきものは守りながら、
伸ばすべきものは伸ばしていきながらという形で支援をさせていただきたいと
考えております。 

３つ目の観点として、観光交流企業というものを強化して、いわゆる交流人口
というものを増加させていきたいというように考えています。合併後の西尾市に
ついては、一色のウナギですとか、西尾の抹茶を始めとして、日本を代表するよ
うな名産地を誇る特産物ですとか、あと吉良に行けば温泉はありますし、自然も
豊富に残っています。また、城下町としての歴史もたくさん残っておりますし、
そうした観光資源というものの数自体はたくさんあります。それをしっかりと観
光の資源として磨き上げていく中で、やはり市内自治会の皆さんから西尾市の魅
力を再発見していただいて、少しでも西尾に観光に訪れていただきたいというよ
うに考えています。 

具体的には、西尾市観光協会という法人がございます。そちらを中心として、
観光的なＰＲ活動ですとか、あとはツアーとか団体客の誘致などについても、こ
れまでも積極的に取り組んではいたのですが、これまで以上に積極的な活動を行
っていくことで、犬山市とか蒲郡市などに負けないだけの県内一の観光地を目指
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していきたいというように考えています。 
そして３点目、最後なんですが、所信表明の中で、徹底した行財政改革という

ものについてお話をさせていただきました。現在西尾市の負債というものが、大
体約550億円あります。その中で、本年度から、国からもらえる地方交付税とい
うものがありますが、段階的に縮減、要は減らされていきます。５年後には、今
よりも使えるお金が二十数億円減ってしまいます。二十数億円使えるお金が減る
というのは、正直大変大きな影響を受けます。ですので、１つには、先ほど申し
上げたように、観光によって人にたくさん来ていただいてお金を落としていただ
くとか、あとは企業をたくさん誘致して税収を増やすとか、あとはふるさと納税
などに力を入れて、まずは稼ぐこともしっかりやっていかないといけないのです
が、その反面で、出るお金を減らすということも大切になってきます。そのよう
な中で、これまでなかなかしっかりと取り組めなかった部分についても、そこは
行財政改革ということで、ときには痛みに耐えていただかないといけない部分も
あるかもしれませんが、そこはしっかりと行政として情報を公開した上で、現在
こういう状況ですので、こういった形でやらせていただきたいと思いますという
ところはしっかりと説明をしながら、市民の皆様方と一緒にこれからの西尾市の
ことを考えながら、改革に取り組んでまいりたいというように考えていますので、
ご理解とご協力をぜひお願いしたいと思います。 

私自身、選挙の中で、未来につけを回さない政治を行いたいということは、ず
っと唱えてまいりました。当然、今ある行政サービスで、必要なものについては、
しっかりとやってまいります。その反面で、今だけがよくて、これから産まれて
くる子どもたちにつけを回すような政治はしたくないという考えがあるのも事
実であります。市役所としても、行政といたしましても、しっかりと一丸となっ
て、これから西尾市が今以上に暮らしやすいまちになるように取り組んでまいる
のはもちろんでございますが、皆様方にもチーム西尾市の一員として、お知恵と
お力をお借りしながら市政運営に当たってまいりたいというように考えており
ます。 

そして、具体的な政策の中で、今回の市長選挙において、私自身が西尾市方式
ＰＦＩ事業の見直しと産業廃棄物最終処分場の建設への反対についても、公約と
して訴えてまいりました。産廃処分場のことについては、今回の市政懇談会でご
意見をいただいていますので、そちらの中でお答えをさせていただきたいと思い
ます。 

もう１つの、西尾市方式ＰＦＩ事業というものについてですが、全体について
ちょっとお話をする時間がないので、この場を借りて少し皆様方にご意見を聞き
たいというか、ちょっと手を挙げていただきたいのですけれども、一色支所がど
うやら取り壊されることになっているというのをご存じの方はいらっしゃいま
すでしょうか。 

（挙手） 
ありがとうございます。おろしてください。具体的にその理由といたしまして、

支所のコンクリートの途中というか要はコンクリートが腐ってしまっていて、そ
の老朽化によって、もうこれ以上延ばすことができないという理由で取り壊すと
いうことになっていますというか、そういうことで取り壊す予定なんですが、僕
は一色の方々に聞いていると、どうして耐震工事をしたのに、今さらまた壊す必
要があるのかというようにお聞きをしています。そこについては、正直、市も説
明が足りない部分もあるのではないかという認識をしています。もう１回お伝え
させていただきたいと思いますが、地震に耐えられるか、耐えられないかではな
くて、もうコンクリートの耐用年数として持たないから一色支所を取り壊すこと
になっていますという、その具体的な理由までご存じの方がいらっしゃれば手を
挙げてもらえますか。 

（挙手） 
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ありがとうございました。 
そうしますと、一色支所を取り壊すこと自体については、９割方の方々に手を

挙げていただきましたが、具体的に理由についてご存じの方は、大体１割から２
割ぐらいの方と思います。こちらについては、当初の予定ですと、９月半ばから
取り壊す予定になっております。ですが、私自身は、特に一色の方々が理由もわ
からないのに取り壊されてしまうというのは、民主政治を進める上で望ましくな
いというか、こういったやり方はできれば避けたいというように考えています。 

選挙の中で、全面的な見直しと凍結ということを掲げております。今後、議会
にもしっかりと説明をさせていただきながら、民間事業者に対して、まずは一旦
事業をとめてくれということをお願いをしていきます。まずはとめなければ、立
ちどまってもう１回考え直すことができません。一旦とめることができれば、そ
こで立ちどまって、例えば個々の支所を本当に改善する必要があるのかどうかと
か、市営住宅が必要なのかとか、プールをつくる必要があるのかとか、たくさん
考えるところはあるのですが、これまで市民の方々が不在な中で、正直スケジュ
ールがありきで進められてしまった感は否めないと考えています。ですので、こ
ちらについては、一旦立ちどまった上で、皆様方のご意見をお聞きして、一緒に
考えながら結論を出してまいりたいと思いますので、そちらについても、ご理解
とご協力をいただければと思います。 

また、本日の市政懇談会でも、用意されたご意見、ご要望が終わった後に自由
意見交換もありますので、忌憚のないご意見、ご要望をいただければと思います。 

市政運営については以上となりますので、この後は、事前にいただいたご意見、
ご要望等に対して回答させていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 
 
○細田秘書課長 

ただいま市長からお話のありました、市政運営に関してご意見、ご質問などの
ある方は、後ほど設けております自由意見交換のお時間でご発言をいただければ
と思います。 

次に、一色地区から事前に提出いただきましたご意見やご質問などについて、
市から回答をさせていただきます。ここからは、今回の懇談会で一色地区の代表
者としてお力添えをいただいております、一色南部小校区の有馬会長に進行をお
願いいたします。本来ならば、市の主催ということで、市の職員が司会進行を務
めるところでございますが、この懇談会では、堅苦しくなく、活発なご意見等を
お出しいただけるよう、地区のことをよくご存じの町内会長様に進行役をお願い
しております。 

それでは、有馬会長、お願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

皆さん、改めましてこんばんは。一色南部小校区代表町内会の有馬でございま
す。 

皆様におかれましては、日ごろから町内会活動を始め、各分野でまちづくりに
ご尽力を賜り、また本日は懇談会にご参加いただきまして、まことにありがとう
ございます。 

さて、本日は、市長を始め、市役所幹部の皆さんに直接声を届けることができ
るよい機会であります。限られた時間ではありますが、一色地区、さらには西尾
市を住みよいまちにしていくため、有意義な意見交換ができればと思っておりま
す。 

それでは、ご指名を受けましたので、ここからは私が進行を務めさせていただ
きます。進行にご協力をお願いいたします。 

初めに、一色地区から事前にお伝えした意見や質問などに対して、市から回答
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をいただきます。限られた時間で効果的に懇談会を進めるため、あらかじめ６件
の意見をお伝えしてあります。これらについては、ご意見等を提出された町内会
の方などに内容を読み上げていただきます。 

その前に、この事前質問の説明を少しさせていただきます。 
５月上旬に、市のほうから今回の懇談会に対する事前質問の要請がございまし

た。そこで、一色地区29の町内会長に事前質問という形で提出をお願いいたしま
した。５月31日に臨時の全員協議会の会議を開きまして、その中で重複とかそれ
から校区等のバランスを勘案しまして、６件の意見に集約させていただきました。
それを６月５日に市のほうに提出しました。それが今から始まる事前質問であり
ますので、ご承知いただきたいと思います。 

なお、市からの回答に対しての再度のご意見やご質問は、全ての回答があった
後にお聞きしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、１件目を、細川町内会副会長の宮地様、お願いいたします。 
 
○細川町内会（宮地副会長） 

細川町内会副会長の宮地です。このようなところで発言するのはなれておりま
せんので、よろしくお願いします。 

それでは、１件目の海岸堤防の耐震化について、質問させていただきます。 
市政世論調査では、「南海トラフ地震に関心があるか」との問いに対し、約90

パーセントの方が「関心がある」と回答されていると聞いております。地震等の
災害対策については、ソフト面とハード面の両輪が揃って減災につながりますが、
今回はハード面の点について、お尋ねします。 

海抜ゼロメートル地帯が広がる一色地区では、多くの海岸堤防を愛知県が管理
していると聞いておりますが、今後どのような予算でどのような手法で整備を進
めていくのか、また、西尾市は、愛知県や国に対して、積極的に事業を推し進め
るためにどのような働きかけを行うのか、以上３点について、お願いします。 
 
○司会（有馬会長） 

それでは、お願いいたします。 
 
○中村市長 

ご質問いただきまして、ありがとうございます。 
１件目の海岸堤防の耐震化についてでございますが、こちらについて、愛知県

に確認をいたしましたので、その回答をそのまま読み上げさせていただきたいと
思います。 

「海岸堤防の地震津波対策として、平成26年に第３次あいち地震対策アクショ
ンプランを策定し、この中で、西尾海岸中根地区、一色漁港海岸、衣浦港海岸平
坂地区などを耐震対策箇所に位置づけ、計画的に対策を進めているところです。
特に西尾地区沿岸部のゼロメートル地帯においては、地震直後に浸水が始まり、
住民の避難時間の確保が困難な区域があることから、優先的に対策を進めており
ます。具体的に今年度は、西尾海岸中根地区、一色漁港海岸、一色海岸細川地区、
平坂防潮樋門の耐震対策を交付金事業で実施します。今後も、地震津波対策につ
いて、このアクションプランに基づき対策を進めてまいります」という回答があ
りました。管理者の愛知県に対しましては、市といたしましても、私自身も出向
きまして要望活動を行う予定でありまして、具体的には８月22日に県に対して要
望活動を行う予定でありますので、その中でも重ねて要望をしてまいりたいと考
えておりますので、よろしくお願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
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次に２件目を、治明北部町内会長の山田様、お願いいたします。 
 
○治明北部町内会（山田会長） 

こんばんは。 
治明北部町内会長の山田と申します。 
先ほども市長からお話があったと思いますけれども、一色地区でくるりんバス

が10月から運行されるそうですが、停留所となる場所の準備等はどのようになっ
ているのでしょうか。質問させていただきます。 
 
○中村市長 
 ご質問、ありがとうございます。 
 ２件目のくるりんバス停留所の準備についてのご質問でございますけれども、
まず一色地区におかれましては、町内会長の皆様方ですとか、また民生委員、児
童委員の皆様方によって、一色地区内の公共交通の在り方を考えるために、協議
会というものを平成26年12月に立ち上げていただきました。そして、二十数回だ
と思いますけれども、協議を重ねていただいて、コミュニティバス運行のルート
等についても、内容をまとめていただいて、平成28年３月に、市に対して提案を
いただいております。具体的な運行ルートですとか停留所の場所等については、
地区の皆様方で決定していただいて、名称についても、昨日発表させていただい
たのですが、いっちゃんバスという形で、名称ですとか、バス自体のデザインに
ついても、地元の方々に公募していただく中で、応募いただいたもので決定させ
ていただいております。 
 ご質問のありました停留所の準備についてでありますが、こちらについては、
市と地域で役割を分担することとなっておりまして、具体的には、警察ですとか
道路管理者への申請、また標識の設置については、市のほうで行わせていただき
ます。一方、停留所の隣のお宅への説明ですとか、そういったところについては、
地区のほうで行っていただくということで、具体的にその官民協働という形で準
備を進めてまいりたいと思いますので、ご理解とご協力をよろしくお願いできれ
ばと思います。 

以上です。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
次に３件目を、中外沢町内会長の外山様、お願いいたします。 

 
○中外沢町内会（外山会長） 

失礼します。小中学校の統廃合ということで、若干の要望を交えながら質問を
させていただきたいと思います。 

近年の少子化に伴いまして、私の住む中外沢ですけれども、子どもたちの減少
が目につきます。資源回収等で通学団の様子を見ていても、私の子どものころ、
あるいは私の実際に自分の子どもたちが通っていたころと比べますと、随分子ど
もたちが減ったなという印象を持ちますし、それから子ども会等でもチームがで
きないということを耳にしました。少子化というのは、今後も続くと思いますし、
学校の統廃合、あるいは校区の見直しというのは必要不可欠であると考えており
ます。しかしながら、先ほど中村市長もおっしゃいましたが、コミュニティの部
分、コミュニティが衰退しているというように市長がおっしゃいましたけれども、
コミュニティという観点からすれば、各小学校は地域の、要するにコミュニティ
の核となる存在であると私は思っております。そうしたスクールコミュニティと
いう観点からしても、やはり小学校はどのようなコースでいいかというように思
いますし、要望として、南部小学校だけではないのですけれども、小規模校もぜ
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ひ存続させてほしい、このように考えています。ですが、市として、今後どのよ
うな形で考えてお見えになるのか。現在の部分で結構ですので、お考えをお聞か
せいただければと思います。よろしくお願いします。 
 
○尾崎教育長 

失礼いたします。教育長の尾崎でございます。 
３件目、小中学校の統廃合についてのご要望でございますが、まず、文部科学

省では、学校規模の適正化に関する検討事項の中で、小学校では、クラス同士が
切磋琢磨する教育活動や社会性やコミュニケーション能力を高めるために、12
学級から18学級を適正規模として示しています。 

また一方で、小規模校であることで、一人一人に行き届いた教育が推進でき、
地域との密接なつながりを生かした校外学習や体験学習の充実ができること等
のメリットがあり、地域のコミュニケーションの核としての学校の存在を図るた
めに、統廃合については、市町村の判断を尊重することとしております。 

一色南部小学校の児童数は減少傾向にありますが、今後５年間の入学予定者数
を見る限り、現在と同程度の学級規模を維持できると見込んでおります。学校は、
児童生徒の教育のための施設だけでなく、先ほど外山様のお話にも、そして、市
長の挨拶の中にもありましたように、地域の核としての性格も持っております。
小規模校においては、そのよさを生かし、地域に開かれた教育を進めてまいりま
す。したがいまして、現時点では、一色南部小学校を含め、市内の学校の統廃合
は考えておりません。 

以上であります。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
次に４件目を、前野南部町内会長の髙須様、お願いします。 

 
○前野南部町内会（髙須会長） 

前野南部町内会長の髙須と申します。よろしくお願いします。 
旧名鉄三河一色駅の跡地ですね、その周辺の再開発について、お伺いします。 
2004年４月１日に、三河線が廃線になりました。それから13年がたっておりま

すが、いまだに線路がなくなっただけで、何１つ、駅前三河一色駅ですね。あの
周辺は何ら変わっておりません。今後、三河線の廃線と敷地、及び三河一色駅跡
地の再開発はどうなっていますか。それから、市では用地買収をする用意はある
のですか。また、民間が一部の用地を買収することは可能なのでしょうか。今後
どのようにしていく方針ですか。現状も含めてお答えください。よろしくお願い
します。 
 
○中村市長 
 ご質問、ありがとうございます。 

名鉄の旧三河一色駅跡地周辺の再開発についてでありますが、こちらについて
は、市と名鉄とで、十数年ずっと、継続的に協議をしてまいりました。そして、
最終的に市が必要地として名鉄に現在提示しておりますのは、道路及び水路の用
地として必要な103カ所でありまして、具体的に三河一色駅跡地で申しますと、
南と北に接する道路２カ所だけとなっております。同駅跡地で、ほかに市が取得
ですとか開発をする予定は、現在のところはございませんので、何とかご理解を
いただきたいと思っております。 

また、現在、名鉄が三河線廃線敷地の用地確定測量というものを行っておりま
して、今後、市が必要としております箇所の取得に向けて、用地の価格交渉等を
行っていく予定であります。 



12 

また、ご質問いただきました民間の売却等についてでありますが、名鉄からは、
市が必要としている箇所以外については、民間への売却を検討するとの話をお聞
きしておりますので、民間が買収する可能性もあるものと思われます。ご理解を
いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
次に５件目を、生田町内会長の川口様、お願いいたします。 

 
○生田町内会（川口会長） 

生田町内会長の川口と申します。お願いします。 
一色地区における新たな産業廃棄物最終処分場計画についてのことなんです

けれども、新たな産業廃棄物最終処分場計画に対して、市として反対の意見を出
していただき、本当にありがたく思っております。この計画に対しての市として
の考えとか、あと、わかっている情報、話していただける情報などがあれば、ぜ
ひとも教えていただきたいと思っております。 

よろしくお願いします。 
 
○中村市長 
 ご質問、ありがとうございます。 

一色地区におけます新たな産業廃棄物最終処分場計画についてでございます
けれども、南海トラフ巨大地震による津波浸水被害が想定されております本市の
沿岸部におきましては、愛知県が平成26年５月に被害想定というものを発表して
おりまして、そちらによりますと、海岸堤防は75％が沈下、最大で４メートルの
津波が襲い、あわせて液状化の危険性が極めて高いとされております。このよう
な場所に新たに巨大な産業廃棄物処分場が建設された場合については、最終処分
場の廃棄物や汚水が流出する危険が伴いまして、この先、数十年にもわたって常
に危惧しなければならないような状況になってしまいます。もし、廃棄物や汚水
が三河湾に流出してしまった場合については、本市だけの被害にとどまらず、三
河湾全体に拡散をしてしまい、取り返しのつかない事態になってしまいます。ま
た、本市を代表いたします水産業ですとか農業、そして、これらに関連する加工
業においても、風評被害が発生することが考えられます。海、川、山といった豊
かな自然に支えられる西尾市や、豊かな海、三河湾の環境を次世代に引き継いで
いくためにも、今後も新たな産業廃棄物処分場の建設には反対をしてまいります。 

なお、現在までに正式な申請は出されておりませんので、今後においても、許
可権者であります愛知県に対して、引き続き反対の要望を行ってまいります。と
いうことでありますが、この問題については、本当に本腰を入れて運動をしてい
かないといけない問題だと思っております。自分自身も選挙の中で、断固反対の
姿勢は貫きますということで選挙戦を戦ってまいりましたので、こちらについて
はいささかも変更はございませんし、行政として、皆様方と一緒にこの問題につ
いては、一致団結をして運動をしてまいりたいと思っております。 

そして、皆様方にも少しお願いしたい点がございまして、特に生田地区におい
て、このテーマについて関心が高いのは言うまでもありませんが、一色の中でも、
正直、なかなか関心の高い、低いがあったりとか、また西尾市内においても、計
画されている場所から離れれば離れるほど関心が薄いというのも事実でありま
す。ですが、このテーマについて、本当に建設を阻止するためには、やはり西尾
市が一丸となってまとまって運動をしていくことが大事であります。行政といた
しましても、そうした問題についての啓発というか、しっかりと情報を発信した
上で、少しでも多くの市民の方々にご賛同いただいて、一緒に運動をしていける
ような環境をつくってまいりたいのですが、市民の皆様方にも、できる限り知り
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合いですとか市内の皆様方に、この問題について情報を共有して、西尾市として
一致して運動ができるような形でお力をお借りできればと思いますので、よろし
くお願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
それでは、最後の６件目を、野田町内会長の伴様、お願いいたします。 

 
○野田町内会（伴会長） 

野田町内会長の伴です。よろしくお願いします。 
テーマとしましては、津波対策の一環としての一色地区への命山建設というこ

とで、意見としてあげてあります。 
まずは、一色地区では、山がなく、ほとんどゼロメートル地帯です。最高地点

は一色中学校グラウンドですね。その辺も海抜五、六メートルというところでご
ざいます。そういった中で、南海トラフ地震が発生した場合には、最大五、六メ
ートルぐらいの津波が予測されていると思います。市の方針としては、今まで聞
いている限りは、徒歩で一色地区の最高地点この一色の中心地点に避難すると前
は言われてきました。そのような方針であるために、西尾南部地域の先ほどの県
の予測ですけれども、予測死亡者数が数千人、実際には1,200人とかいう話であ
りますけれども、そういった多くの方が亡くなるということでやっております。 

一色地区での建設計画のある、先ほども少し話が出ましたけれども、多機能型
市営住宅の構想段階では1,000人程度の一時避難所のようですが、一次待避所と
言うんですかね。本当に市民の命が第一と考えておられるならば、古川緑地左岸
のレクリエーション施設の整備だけでなく、一色地区への命山の建設が必要と思
います。これは、地区住民の最大の願いです。市は、できない理由ばかりを言っ
ているのではなくて、避難可能収容人数、予算、工法、期間も含めて、どうした
らできるのかということを真剣に考え、明確な情報を開示していただきたいと思
います。 

以上です。 
 
○中村市長 
 ご意見、ありがとうございます。 

６件目の津波対策についてですが、行政の仕事というのはたくさんあるのです
が、市民の皆さんの生命と財産を守るというのが、一番基本的な仕事となります。
そうした意味で、防災、減災というのは、自分自身が市長になったからではなく、
前市政からも引き続いて市の中で重要性の高い課題だと認識おります。そのよう
な中で、命山の建設についてのご意見をいただきました。こちらについて、市の
方針といたしまして、一色地区の皆様方と、みずから避難することの重要さの徹
底を図りつつも、要配慮者の避難方法ですとか、今ある既存の津波一時待避所の
活用も視野に入れながら、命山の建設の必要性についても検証してまいりたいと
考えております。 

命山に関しましては、行政の方で一方的にこういったものがいいんだろうとい
うものをつくるわけではなくて、一色地区につくるのであれば、一色の皆様方の
ご意見をお聞きしながら、一緒になって進めてまいりたいと考えておりますので、
よろしくお願いいたします。 

ちなみに、参考といたしまして、命山の建設予算として、先進市町の一例とい
たしまして、静岡県袋井市の例によりますと、300人収容可能な施設が約３億円
で建設されているということですので、ご参考までに紹介をさせていただきたい
と思います。 

よろしくお願いいたします。 
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○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
私ども一色地区から事前にお伝えした全ての意見や質問などに対しまして、た

だいま回答がありました。 
ここで、回答に対するご質問などをお受けいたします。時間で７時40分ぐらい

までを設定しておりますので、よろしくお願いいたします。 
ご発言に当たっては挙手をお願いします。私が指名させていただきますので、

町内会名とお名前をおっしゃって発言してください。  
なお、限られた時間でありますので、要旨を簡潔にまとめ、ご発言いただきま

すよう、ご協力をお願いいたします。 
それでは、ご発言のある方は挙手をお願いいたします。 
それでは、最初に挙げられたﾌｼﾞｲさん。 

 
○生田町内会（ﾌｼﾞｲ様） 

生田地区のﾌｼﾞｲです。 
私は、二、三日前にちょうど80歳になりました。その中に大きな災害が、13

号台風と伊勢湾台風、そして12月７日の昼間の地震と１月13日の三河大震災、こ
れも経験しました。私は当時、小学２年生でした。それが結構頭の中にしっかり
とこびりついております。 

そして、地震が来て10分なり15分になったら逃げなさいと言われても、そのと
きの状態を言いますと、いつの間にか道路が1,000メートルぐらいにわたって私
の体が入るぐらいの地割れで、下から吹き出て液状になっております。それが今、
皆さんが何をしてくれるのですか。それをちょっと聞きたいのですけれども。 

そして、私が前から希望しているのですけれども、ようやく今になって命山と
いう言葉が出てきました。昔は、養鰻が非常に盛んでありましたが、今はもうな
くて、ほとんど空き地であります。なぜそこに命山をもっと早くつくってくれな
いんだと。これを常々、私は思っております。 

養鰻組合の跡地は、おそらく安く買えると思います。そして、そこを築山にし
てもらっておいて、常は子ども会でも、それから大人のグラウンドゴルフやゲー
トボールでもやれるような築山をつくっていただきたい。いざとなったら一色庁
舎の跡にどうやって逃げるんですか。この前も防災講習で、東京の佐田先生が言
われました。一色はどこまで逃げたらいいですかと言ったら、一色高校の３階ぐ
らいならいいですよと言われたんです。そうしたら、そこまでどうやって逃げる
のですかと。それで、今、避難せよ、避難せよと言われるんですよ。よそへ逃げ
ていくなら、近くであったほうがいいと思います。 

それから、最近いろいろと会社の人も協力していただいて、避難場所の設定が
発表されております。果たして、夜中の１時、２時に地震が起きて、水害が来ま
すよといったときに、その建物の中へどうやって入るのですか。誰が鍵を開けて
くれるのですか。そうすると、何も起こらないときは体裁のいい話ですけれども、
いざ困ったときには、夜行っても入れません、上がれません。そのうちに水が来
て流れましたよと。これでは、何もならないと思います。だから、私はもうあと
先が短いですけれども、安心安全なまちをつくっていただけたなら、速やかに命
山を私はつくっていただきたい。このように思っております。 

よろしくお願いします。 
 
○司会（有馬会長） 

お願いします。 
 

○近藤危機管理局長 
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危機管理局長の近藤でございます。命山に対するご意見、ありがとうございま
す。 

今、ご意見の中でおっしゃられたように、これまで平成26年度、平成27年３月
に、西尾市避難計画というものが設定されております。その計画の中では、津波
が来たときに避難する速度が１時間に3.6キロメートル、それだけ進めるだろう
というようなことで計画ができておりました。しかしながら、今、ご指摘いただ
いたとおり、非常に液状化して、とてもその今言った１時間に3.6キロメートル
というような距離を避難するというのはとても難しいのではないかということ
で、平成28年度は、危機管理課のほうで津波避難シミュレーションというものが
ある中で検討しまして、その中でわかってきたことが、やはり今、ご指摘のよう
に、一色地区の方々の避難場所というのが非常に長距離になって、なおかつ要支
援配慮者の方々の津波一時待避所の指定も少ないというようなこともございま
して、何らかの形で一時津波待避所的なものをつくらなければならないというよ
うなことを考えていたときに、中村市長が命山というようなことを市長の公約の
中で発言されておりますし、今、一生懸命、課の中で、どこに、どういった形で
つくったらいいのかということを、先ほどの回答の中にも挙げましたように、皆
様方とも一緒になって考えていきたいと思っていますので、どうぞよろしくお願
いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

それでは、ただいまの事前質問に関連する質問のある方は、お願いしたいと思
います。 

それでは、一番前の帽子をかぶった方。 
 
○一色４区（ｽｷﾞｳﾗ様） 

一色４区のｽｷﾞｳﾗと申します。 
今、防災・災害のときにどうするかということで、せっかく一色も西尾市に合

併しましたので、一色から、例えば寺津地区とか中畑地区の高台、ああいうとこ
ろの学校のほうへ避難してもいいというような表明をしたら、かなりその成果が
出されると思うので、その辺を地区の方に了承してもらって、市の場所として使
える条件を出してほしいと思います。 

もう１つ。トイレの問題ですけれども、ここの施設はどうか知らないけど、和
式になっているところを早急に洋式のトイレに改修すべきと思います。市役所の
中はどうですか。和式ですか、洋式ですか。 

全部洋式。役所が全部洋式だったら、市の施設、普通の公園、会場などもほと
んど皆さん洋式のほうが、和式よりもやりいいと思うのですよ。だから、早急に
洋式に変更していただくように、そこら辺は費用を重点的に充ててお願いします。 

 
○司会（有馬会長） 

危機管理局長。 
 
○近藤危機管理局長 
 一色の方々が寺津方面に避難するという、そういったご提案でございます。 
 先ほど申し上げました津波避難シミュレーションを危機管理課の中で議論し
ている中で、第一前提としまして、河川に関しては津波の遡上がございます。ま
た、震度７強というような被災を受けた場合、必ずそこを渡れるという保証がな
いものですから、そのときに橋を渡るような避難ルートを最初から設定しておき
ますと、そこで仮に渡れなかったときに遅れてしまう、津波に対して遅れてしま
う危険性があるということから、我々の避難シミュレーションの中では、河川を
渡らずに、とにかく北に向かっていただくというような形で、今、我々が考えて
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いるそのシミュレーションでは、そのような形で、なおかつ避難所も非常に遠く
はなってしまうのですけれども、津波の河川の遡上ということがあり、その橋が
確実に渡れるかということが確約できないと、そういった我々のほうからのご提
案に対しては、橋を渡らないで行く、そういうルートをあくまでも設定している
のです。ただし、そこはご自分のご判断というか、実際に被害に遭ったときに、
すぐ近くに橋が見えるような状況の中でご自分の判断で渡るというのは、それは
やむを得ないことだというようには考えております。 

それと、トイレの関係でございます。これも、災害があったときの想定でご答
弁申し上げますが、避難所というのは小中学校に指定されているところが多くご
ざいます。小中学校のトイレの洋式化というのは順次進めておりまして、そうい
ったところから、通常のトイレを使う場合には洋式。あるいは、簡易トイレです
とか、そういったものについても座ってやれるようなトイレを考えておりますの
で、よろしくお願いします。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
それでは、場内の時計、先ほど申しましたように、７時40分ということですの

で、あとお一人だけ。その後、自由意見をいたしたいと思います。 
それでは、一番前の方。 
 

○生田町内会（ｸﾛﾀﾞ様） 
生田町内会のｸﾛﾀﾞです。 
産廃問題に対して伺いたいのですけれども、新聞発表によりますと、現在ある

産廃場の跡地の問題で、この間、跡地会議がありまして、現状維持という回答が
出たと思うのですが。現状維持ということは、そのままにするということですよ
ね。これは、今生活している人間に対して失礼じゃないですか。あそこの中には、
みんな入っていますから。この辺は皆さん、わかっている。それで、あの跡地を、
強制執行でも何でもいいですから生田の町民に、一色としても、すぐにでも取り
除いてほしいというのが希望ですけれども。今、その辺はどうなっているのです
か。お伺いいたします。 

 
○司会（有馬会長） 

お願いします。 
 
○永谷環境部長 

環境部長の永谷と申します。 
ご心配されているところは、ごもっともだと思っております。ただ、現時点に

おいて、やはり埋まっているものを全部撤去するとか、そういったことについて
は、専門家の方の意見であるとか、いろいろな方の意見を踏まえて検討してまい
りました。全て取り除くということももちろん含めて検討してまいりましたけれ
ども、現時点の内容で申し上げますと、やはり現状の形状を変更すべきではない。
変更することで、二次被害といいますか、そういったことが考えられるというこ
とで、引き続き、やはり生活環境を守るということで、先日の会議でも、新たに
監視を強化するという結論に至ったということでございます。 

以上でございます。 
 

○司会（有馬会長） 
ありがとうございました。 
それでは、予定しておりました７時40分近くになりますので、これからは自由

意見交換に移っていきたいと思います。 
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皆様には、先ほどの地区取りまとめの意見や質問などにかかわらず、まちづく
りに対する提案や意見、その他、地域の困り事や関心事などがございましたら、
ご発言いただきたいと思います。 

また、市長からお話のありました市政運営に関するご質問などがございました
ら、ご発言ください。 

先ほどと同じように、挙手にてお願いします。なるべく大勢の方にご発言いた
だくということですので、質問は簡潔にお願いしたいと思います。時間は８時10
分をめどに終わりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、意見のある方は手を挙げてください。 
真ん中のブルーの眼鏡をかけた方、お願いします。 

 
○一色三区（ｻｲﾄｳ様） 

一色三区のｻｲﾄｳといいます。よろしくお願いします。 
市長が今、市民が主役の市政に努めていきたいということで、大変ありがたい

お話をいただきまして、ＰＦＩについて見直しをするということも含めて、ぜひ
お願いしたいと思います。特に旧一色町役場跡地の10階建ての市営住宅が本当に
必要なのか。必要な戸数をつくればいいと思うのですが、もし市営住宅が要るの
なら、この支所の後につくらなければならないのかということ。これはぜひ耐震
やって、旧一色町から、耐震をやったのに、たった五、六年で、もうだめだから
壊すということにされたわけですよね。耐震の今まで計画された調査をしてきた
と思うんですね。それがなぜ、たった六、七年で壊すことになるのか、それをき
ちんと町民にわかるように説明をしていただきたいということと、もう１つは、
小学校のプールの廃止の問題ですね。これは、ぜひ再検討していただいて、学校
の先生も知らないような、こんな計画がやられるのはいかんと思うんですね。だ
から、しっかり住民にも周知をしていただいて、どういう計画をするのか、そう
いうことをやはり、みんながわかるような形で周知して、計画をしていただきた
いと思いますので、よろしくお願いします。 
 
○司会（有馬会長） 

市長、お願いします。 
 
○中村市長 

ご意見、ありがとうございました。 
ＰＦＩ事業の、例えば個々のプールですとか市営住宅について、要る、要らな

いというのが、私の意見を言ってしまうとひとり歩きしてしまうので、具体的に
どうこうは申し上げられないのですが、ただ、進めていく中で私自身は、市民不
在な形の進められ方をしているというところに危機感を持って市長選挙に出ま
した。ですので、今、進んでいる事業もある中で、一旦とめなければ、立ちどま
って考え直すことはできないと思いますので、まずはとめることを先決として第
一と考えて、相手方と交渉をしてまいりたいと考えています。おっしゃるとおり、
例えばやることが正しいからといって、それが市民の皆さんが知らない中で進め
ていくのが、では果たして本当に市政運営として正しいかどうかというところは、
しっかり行政として考えるべき話だと思っております。ですので、寺津のプール
などについても、そこにプールがいるかどうかとか、ほかの学校の方が、自分の
学校のプールは使えなくて寺津に行くというのを、本当に理解をして納得しても
らって市が方針を決めたかどうかというところは、もう１回考え直さないといけ
ない問題であって、ＰＦＩ全体については見直しですので、そのまま進めること
もあれば、内容を変えることも出てくるのかなとは思っていますが、いずれにし
ても、一旦立ちどまって皆様方のご意見を聞いた上で、できる限り説明責任を果
たして、合意形成というものを大事にしながら、時間が少しかかってでも丁寧な
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進め方をしてまいりたいという考えでおりますので、ご理解をいただければと思
います。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
それでは、ご発言のある方は挙手にてお願いします。 
ﾀﾅｶさん。 

 
○一色四区町内会（ﾀﾅｶ様） 

４区町内会のﾀﾅｶです。市長として約１か月経つのですが、ＰＦＩの問題につ
いて、市長として公約されている中で、この２か月間でＰＦＩの問題について、
市長として市民の方に、こういうことをやりましたよという方策がありましたら、
教えてください。 

 
○中村市長 

ご質問、ありがとうございます。 
就任して、これでちょうど、確かに１か月たちました。まず自分自身が就任さ

せていただいて、これまで推進していた部署に対して、仮にこれを一旦凍結した
場合にどういう影響が出るかとかいうところの論点を出してもらって、それに対
して整理をしたのがまず１つ。あとは、一色支所ですとか、実際に工事が進み始
めている吉良の市民交流センターなどについて、現場を確認させていただいたの
が１つです。 

あとは、今後その見直しとかを進めていくに当たって、それをやっていくため
の組織というか、部署というものが必要になってまいります。そちらについて、
設置に向けてのメンバーの募集ですとか人員の選定をしてきたというのが、現在
の状況でありまして、正直、思った以上に時間がかかってしまった部分は否めな
いのかなと思っておりますが、そうした形で、できる限り選挙の公約で訴えたこ
とをスムーズに進めていくための準備と申しますか、そういったことを、この３
週間、４週間でしていたというところで、ご理解をいただきたいなと思います。 

 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
挙手で、またお願いいたします。 
それでは、女性の方で、真ん中の。 

 
○千間町内会（ｲｼｶﾜ様） 

千間地区のｲｼｶﾜといいます。よろしくお願いします。 
市長は、ＰＦＩ事業の凍結、見直しと先ほどからおっしゃっておられますが、

２点のことについて、質問したいと思います。 
一色学びの館のことなんですけれども、今、改築工事に入るということで、９

月から来年３月まで休館になると広報にしおに載っていました。私はいつも図書
館を利用しているのですが、リニューアルをとても楽しみにしていたのですが、
この改修工事も凍結するお考えなのでしょうか。もし凍結された場合は、いつか
ら利用できるようになるのでしょうか。 

もう１点は、先ほどからおっしゃられている一色支所のことなのですけれども、
コンクリートの耐用年数がないということは私も重々承知しているのですが、今、
現在、支所機能は公民館に移っておるんですけれども、市長ご自身の、空になっ
た一色支所をどのように有効利用したいと現在お考えになっているのか、お聞か
せ願いたいと思います。 
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○司会（有馬会長） 
市長、お願いします。 
 

○中村市長 
ご質問、ありがとうございます。 
正直、なかなか歯切れのいい回答ができない部分がございまして、具体的にど

このプロジェクトというか、どこの事業をとめて、どこはそのまま進めるかとい
うことについては、一旦、まずは議会に説明させていただいてというプロセスを
踏もうと思っていますので、学びの館はどうするんだというところに対しては、
ちょっと直接お答えできないのが申しわけないですが、ご理解いただきたいと思
います。 

では、いつまでなんだという話に当然なってくると思います。そちらについて
は、正直、いつまでに結論を出しますというのが決められるのが一番いいと思う
のですが、逆にこれまでの進め方といたしまして、結論の時期を決めてしまった
ゆえに、そのスケジュールに縛られてしまったというように私は認識をしていま
す。ですので、ケツを決めてしまうと、それまでにやらなければいけないのが先
走ってしまって、そこにおいて丁寧な説明とか合意形成というのがおろそかにな
ってしまう可能性があると私は考えています。ですので、できる限り速やかに早
い時期に結論が出せるに越したことはないのですが、具体的にいつまでにします
というところについては、現段階で正直申し上げられないというのが答えになっ
てしまいます。申しわけないです。 

あと、一色支所につきましては、まずは本当に取り壊さなければならないのか
どうかというところは、しっかりと検査をして、もしそういう結果であれば、市
民の皆さんにデータをしっかりと公開して、こういう状況なのでということを、
もし壊すにしても、そこはしっかりとやっていかなければならない話だと思いま
す。ですが、例えばもう１回検査をしてみて、まだまだ使えるぞとなった場合に
ついて、そこをどう活用しようかというところについては、特に一色の方々を中
心として私はご意見を聞きたいというように思っています。自分がどうしたいと
いうことを言ってしまうと、先ほど言ったように、ひとり歩きしてしまうのであ
れですけれども、例えば自分が聞いている話とかとすると、山本眞輔さんなど、
一色出身の有名な方がいるので、そうした作品を展示するような美術館などに活
用してはどうかとか、そういったご意見も聞いていますし、それは１つのやり方
なのだと思います。特徴ある建物を今後も使いますよということになるのであれ
ば、その辺をどう有効利用して市民の方々に愛される建物になるかについては、
最初から結論ありきというよりは、皆様方にご相談をさせていただく中で決めて
いく話なのかなというところでありますので、ご理解をいただければと思います。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
それでは、挙手でお願いいたします。 
それでは、一番右側の柄のシャツの方。 

 
○吉良町荻原地区（ｵｶﾀﾞ様） 

こんばんは。住まいは吉良です。吉良町の荻原地区に住んでいますｵｶﾀﾞといい
ます。普段は、少年サッカーのほうで西尾市サッカー協会のほうで40年ほど活動
しております。普段から、スポーツ課の皆様、もしくは公園緑地課には大変お世
話になっておりまして、こちらから無理を言ってグラウンド整備等もしていただ
いて、大変助かっております。 

それに絡んでということもありますが、今、平成29年度の主要事業を見させて
いただいて、子育てという欄があるんですが、スポーツ関係の事業が載っていな
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いので寂しいなと思いましたので、市としてスポーツ関係にもう少し力を入れて
いただけるとありがたいかなというのを、まず１点、思いました。 

この中において、保育園の芝生化、もしくは小学校の芝生化についてですが、
県のサッカー協会の事業として、西尾市のサッカー協会も協力して、今、保育園
の巡回指導という格好で、ボランティアで、各幼稚園、養護団体のところを回っ
て、サッカー教室を指導させていただいています。行く先々できれいな芝生の剪
定を見させていただいて、市のほうがしっかりとこういう整備をしていただいて
いるというのを感じるとともに、保育園の先生、また保護者の方々の協力があっ
て、初めてこういうことができるのかなというように思います。 

県協会やほかの地域からこういった件に関しても、やはり年数がたつにつれて、
劣化が激しくて、結局芝生を生やしたけれども、手でちぎれなくてやめていくと
ころもたくさんありますよという話を聞いていますので、推し進める以上、やは
り保護者だったり、どうしても助けがいるかと思いますが、市としてもたくさん
バックアップしてもらって、こういうきれいな状態の芝生が続くといいのかなと
いうように思います。また、こういう子育て、それからスポーツに関しても市の
ほうで協力していただいて、活動しやすい状況をつくっていただけるといいのか
なと思います。 

それに絡めてと言ってはおかしいのですが、総合グラウンドの改修工事が、昨
年度末に行われました。バックネットを整備、それから門戸ですね。勝手に入れ
ないように門を設置。中の芝生の整備をしていただいたのですが、僕は荻原地区
なので荻原小学校のグラウンド、それから保育園の園庭等を見させていただいて
いますけれども、スプリンクラーが中にちゃんと整備されていて、水がない状態
というのがないような格好で、とてもきれいに整備されています。ただ、総合グ
ラウンド、せっかく芝生の改修工事をしていただいたのですが、スプリンクラー
の工事というのが実際は入っていなくて、この５月にほとんど雨が降らなかった
ので、せっかく生やしていただいたのが、もう多分７割方ぐらい枯れた状態にな
っています。無駄だったような気がします。とても残念な思いをしていますので、
もちろん全て直していただく必要はないと思いますが、今後このような事業があ
ったときに、この先の管理等も含めて、もう一度しっかり精査していただいて事
業を進めていただけるといいかなと。ＰＦＩの話もそうですが、つくるのはいい
と思います。いろいろなことを考えていただいて、いろいろな施設をつくってい
くのはいいと思うのですけれども、それを管理ということについて、サッカー協
会で動いてボランティアでやっている感覚で行くと、少しあとの管理ということ
について、融通がきいていないというか、足りない部分があるのではないか。ほ
かにも言うとサッカーの関係で行けば、浄化センターのところにサッカー場があ
るのですが、そこに関してもセンターに呼んでいただいたときにはきれいな芝生
が揃っていましたが、その後、何らかの形でいい整備が入っているかどうかとい
うのは、見ていただければ一目瞭然なんですが、またそういう既成のものに関し
ても、新しくつくるのは結構ですし、ＰＦＩでいろいろなものをあげて皆さんが
使いやすいものができればいいと思うのですが、その後の管理についても、考慮
していただきたいというように思っております。 

よろしくお願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

お願いいたします。 
 

○青山子ども部長 
子ども部長の青山でございます。 
ただいま、保育園や幼稚園の園庭芝生化のことについてもご意見等をいただき

まして、ありがとうございます。 
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園庭の芝生化は、全部の保育園幼稚園42園中33園は実施しておりまして、この
管理の面につきましては、ご心配いただきましたけれども、地元の、地域との協
働ということで、父母の会の方々、地域の方で、ボランティアでやっていただい
て、本当にきれいな状態で管理されておりますので、この状態を、環境を守って、
管理をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
 
○新實教育部次長 

教育部次長の新實でございます。ご意見、ありがとうございます。 
先ほど総合グラウンドの芝生の状態がよくないと。一度調べまして、しっかり

と対応してまいりますので、よろしくお願いします。 
 

○渡邉建設部長 
建設部の渡邉と申します。 
先ほど総合グラウンドの芝生等、せっかく植えたのにということでございまし

たが、気持ちよく使っていただきますように、先ほどの芝生等、スプリンクラー
の設置とか、どういったことができるかわかりませんが、維持管理のほうもしっ
かりしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 
 
○司会（有馬会長） 

ありがとうございました。 
今度は真ん中の方。なるべく時間の関係上、簡潔にお願いします。 

 
○対米町内会（ｶﾄｳ様） 

対米のｶﾄｳと申します。 
一色を元気にするにはどうしたらいいかということを非常に考えるのですけ

れども、やはり市長が言われましたように、市民の生命や財産を守る第一の行政
の役割、ここにもう１回、目を向けていただきたいということで、繰り返しにな
りますけれども、津波地震対策、これをぜひお願いしたい。私、いろいろな機会
に申し上げてきましたけれども、どうも、その場しのぎの返事をしていただいて
いるように思えてなりません。例えば自助、公助、３つありましたかね。自助と
公助と共助ですか。この共助と自助は、西尾市の職員の方が盛んに言われますね。
公助が出てこないのですよ、公助が。端的に申し上げますと、避難訓練をすると
きにパニック状態で、どこに自分が避難したらいいのか、要は瞬時にわからない
といかんわけですよ。瞬時にわからないとそんなものはくしゃくしゃになってし
まいますよ。そのときの天候だとか、夜だとか昼だとか、寒いとか暑いとか、い
ろいろな状況が関係なくやってきます。そういうことを考えますと、この津波地
震対策は、ぜひ第一に考えていただきたい。 

その中で、１つだけお願いなんですけど、これは一色町の時代に本当ははっき
りさせなければいけなかったかもわかりませんけれども、いろいろな事情で知っ
たのが合併後ぐらいの話ですので、お許しをいただきたいのですけれども、一色
中学校は、今700人ぐらい生徒が見えると思います。これはもう一色の宝で、西
尾の宝なんですね。東日本大震災で炉心が溶融しました。想定外ということで言
いますね。そういうことでは困るわけです。一色の子どもたちを大変な目に遭わ
せたくないということで、今日回答が出なかったら、よくもんでいただきたい。 

一色中学校は、埋立地の５メートルぐらいのところにあるのですけれども、今
の状況は、１回避難訓練をやったけれども、避難するのに時間がかかり過ぎるか
らとどまるとこういう指導をされていると思っています。これは現場の先生に、
少し前ですけれども、お聞きしました。そのときに、それも選択肢の１つですが、
私が一番心配するのは、当時、一色町の時代につくったときに、多分、そのとき
に担当の職員は、施工業者がやったものをうのみにして印鑑を押しとるだけでは
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なかったでしょうねということを私は言いたいのです。責任を持って回答をする
には、これぐらいのことをやってもらっていないといけないわけです。 

申し上げたいのは、耐震診断をやっておられると思いますけれども、耐震診断
をやったときに、どういう状況で、本当にそれが信用できるのかということで、
そうしますと、そこにとどまるというのも１つの選択肢で、私たちも認めていい
と思うのですね。ですけれども、いろいろな想定がありますので、子どもたちを
守るなら、もう１つ、２つの選択肢があってもいいのではないかと、こういうこ
とを思います。 

それで、市長が言われました支所のありようにも関係しますけれども、できた
ら集合住宅を、中学校の用地に一遍したらどうかと。理由がございます。一色の
大体、真ん中です。そして、住民の目の届くようなところで学校教育を受けさせ
て、子どもたちが健やかに育つようにみんなで支援をしていくということもござ
いますし、そして、あふれて防災拠点といいましょうか、そういったこととして
も十分すぎるくらいの整備をいただきたい。 

これに関連しまして、市長が言われましたように、これから交付金が下がって
きて、市の歳入も厳しくなってくる、財政運営が非常に厳しくなるという、こう
いう話を聞きまして、私、この間、西尾市役所の財政課に行きまして、西尾市の
特定目的の基金はどうなっているんだと聞きましたら、確か９億ぐらいしかない
のですね。件数はもちろん何件かありましたけれども。 

そこで、提案です。中学校を移転するまでは紆余曲折があって、時間がかかる
と思います。ですから、その前にあそこにとどまって、子どもたちが避難して十
分かという１つの確認。それから、早い時期に移転をするための基金をつくって、
今の交付金の中で特例の交付税をもらっておりますから、それを財源に充てて、
早い時期に一色中学校を整備してほしいということをお願いしたいと思います。 

要望です。 
 
○司会（有馬会長） 

それでは、よろしくお願いいたします。 
 
○近藤危機管理局長 

それでは、まず一色中学校。その前に、行政の第一の使命でございます、市民
の生命と財産を守るというような、それをしっかりやってくれということは、ご
要望について、しっかり承りました。 

次に、一色中学校の校舎の関係でございますけれども、たまたま私、中学校の
ほうに出向いたときに、校長先生から、一色中学校は非常に、地盤がちょうど固
いところの上にあって、パイルがしっかり効いているということで、全く沈み込
みがないというのか、沈下が全くないというようなことを校長先生からお伺いし
ております。したがいまして、校舎自体の、ちょうど固い地盤の上にしっかりパ
イプが通っているというようなことを私はそのときに感じておりますけれども、
またその辺の詳しいところは教育委員会のほうで調べていただきたいと思いま
すが、まず一色中学校の避難の関係でございます。先ほど私が津波避難シミュレ
ーションというようなことで、市民のご自宅から避難する場合のシミュレーショ
ンというものは、今、我々危機管理課のほうで設定しておりますけれども、昼間
の学校の、あるいは事業所に見えるときに災害に遭ったときの避難というのは、
学校でも大勢の生徒を少ない先生が引率とするということになります。そうなる
と、その途中の避難路、そういったところを総合的に勘案して、今、学校のほう
が個々に自分たちの避難をどうするかということは、今、決めております。今回、
我々がそのシミュレーションを最近つくったものですから、それをもとに教育委
員会と学校の方々と協議して、昼間起こったときに、どういった避難行動をとっ
ていくか、そういうところを考えてまいりたいと考えております。 
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○司会（有馬会長） 

お願いいたします。 
 

○新實教育部次長 
ご意見、ありがとうございます。 
今、危機管理局長のほうから、パイルの構造につきましては、中学校の校長か

らしっかりしているということでございましたが、再度、教育委員会のほうとい
たしましては、調べて、間違いないと思いますが、調べさせていただきたいと思
います。 

それから、一色中学校移転は大変大きな問題だと思いますので、これにつきま
しても検証をしてまいりたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 
 

○司会（有馬会長） 
ありがとうございました。 
当初、８時10分をめどにということなんですけれども、時間の都合もあります

ので、あと１人、お願いします。 
ﾀｶｽさん。 
 

○生田町内会（ﾀｶｽ様） 
ﾀｶｽでございます。私、少し離れたところから、今回、全国初の西尾市のＰＦ

Ｉ事業を拝見いたしております。したがいまして、客観的に見られるようになっ
たかなと平に感じておりますが、簡潔に申しますと、今回の事業は市民本位の事
業ではなくて、業者のみで進んでいるなと、そういう感じがますますしておりま
す。そういった中で、新しく中村市長、この事業を一旦立ちどまって見直しをし
たいと、こう言っておられる。非常に期待しているところでございます。 

ところが、新聞等を見ておりますと、この事業、西尾市の議会の行政、粛々と
して進めると、このような言葉が、雰囲気が伝わっております。私は、やはりこ
こで立ちどまって、本当に市民のために、市民本位の事業であるかどうか、業者
本位の事業であるか、この辺のところを再度見直す必要があると思います。市民
の大事な税金を使って行う事業でございます。30年間、15年、30年にわたって大
変多くのお金を、ローンで買うようなものでございますので、今一度、ここで立
ちどまって見直す必要があると思っております。 

そういった中で１点、この事業を進めてきた行政の部局、今は資産経営戦略局
となっております。それで、局長は部長級でありますね。部長級でありますが、
その点、この事業を粛々として進めるために、その上に資産経営戦略監というの
が置いてある。県などへ行きますとありますが、今まで西尾がやっていて、監と
いうのは、私、初めて聞いたような気がしますが、それだけこの事業をバックア
ップしてしっかり進めよう、こういうことでありますが、その監というのは、ど
うですか。この際やめて、立ちどまって、冷静に考えていただきたいと思います。 

以上です。 
 
○司会（有馬会長） 

それでは、お願いいたします。 
 
○増山副市長 

失礼いたします。 
今、髙須一弘さんから資産経営戦略監という話が出ましたが、私が、その資産

経営戦略監を拝命しております増山と申します。 
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前の市長が、合併後のまちづくりのために新しい手法を導入して取り組んでき
た事業でございますが、選挙の結果、中村市長が誕生され、その新市長のお考え
は、一旦凍結をして全面的に事業を見直すというマニフェストで当選された市長
でありますので、間もなく西尾市議会のほうにも、その新市長のお考えを、議員
の皆様に報告、説明をされる段取りになっております。大きく方向は転換をされ
るものと私も認識をしているところでございますので、皆様の大きな期待を新市
長が十分認識されて進めていかれるものと思っておりますので、よろしくお願い
いたします。 

以上でございます。 
 

○司会（有馬会長） 
ありがとうございました。 
予定の時間を若干過ぎましたけれども、まだご意見を言いたい方はたくさんあ

ると思いますけれども、各校区や町内会で市民協働ガイドというのも催しており
ますので、ぜひその機会で大いに発言していただきたいと思っております。 

予定の時刻となりましたので、進行にご協力いただき、まことにありがとうご
ざいました。それでは、事務局に返還させていただきますので、よろしくお願い
いたします。 

 
○細田秘書課長 
 有馬様、ありがとうございました。 
 それでは、閉会に当たりまして市長がお礼のご挨拶を申し上げます。 
 
○中村市長 
 皆様、本日は２時間近くにもわたりまして市政懇談会にご出席いただきまして、
ありがとうございます。 

正直、いただいたご質問の中で、しっかり答えられた部分と、なかなか歯切れ
が悪いお答えしかできなかった部分がありますことをご了承いただければと思
います。ただ、自分自身、これから市民の皆さんとしっかりと正面で向き合いな
がら、一緒に西尾市のことを考えていきたいと考えております。市政懇談会は、
今のところ、２年に一度、各小学校区でということになりますが、先ほどご案内
がありましたように、市民協働ガイドですとか、その他市民の声とか、ご意見を
聞かせていただける方法というのは幾つかあります。それと、自分自身もできる
限り現場のほうに直接出向いて、皆様方とたくさんお話をさせていただく中で、
日常のお困り事ですとか、市政への提言なども遠慮なくいただいて、地域に溶け
込む市長として頑張ってまいりたいと思いますので、今後とも市政各般にわたり
ましてご理解とご協力をお願いさせていただきまして、最後のご挨拶とさせてい
ただきます。 

本日は、ありがとうございました。 
 
○細田秘書課長 

それでは、最後に、事務局から３点ご連絡いたします。 
１点目は、本日、アンケート用紙をお配りしております。今後の事務の参考と

させていただきますので、アンケートにご協力いただきまして、お帰りの際、ア
ンケート用紙と筆記具を出口の回収箱に入れいただきますよう、お願いします。 

２点目でございますが、今、市長の挨拶にありましたように、市では、皆様の
声を市政運営に反映させるために、市民の声の制度を設けております。市政に対
してお気づきのことがありましたら、市民の声までご意見等をお寄せください。 
 ３点目です。これも今、市長の挨拶にございましたけれども、市では、さまざ
まな機会を通じて、市民協働ガイドを行っております。これは、市職員が地域に
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出向き、市の事業などをわかりやすい言葉でお話しさせていただいております。
地域の声をお聞きするものでございます。詳しくは、お配りいたしました案内チ
ラシをごらんいただき、会合等の際には、ぜひご利用ください。 

私からは以上でございますが、ほかにもう１点、上下水道部からお願いがござ
いますので、お聞きください。 

 
○市川上下水道部長 

上下水道部長の市川でございます。上下水道部から、節水についてのお願いを
させていただきます。 

矢作川水系では、５月以降、降雨が例年に比べ非常に少なく、西尾市の水がめ
であります矢作ダムの貯水量が大変少なくなっております。そのため、７月25
日から第一次節水、そして８月１日から第二次節水を実施しており、現在のぼり
旗などで、節水のＰＲや広報活動を行うとともに、ホームページにも掲載し、市
民の皆様にお願いしているところでございます。今後も、降雨が少ない場合には、
さらに第三次節水に強化される可能性もあります。市民の皆様には大変ご迷惑を
おかけいたしますが、節水にご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 
 
○細田秘書課長 

連絡事項は以上でございます。 
それでは、これをもちまして、「市長と語る市政懇談会」一色地区を閉会いた

します。 
交通安全にご留意いただき、お気をつけてお帰りください。 
本日は、どうもありがとうございました。 


